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3．５ 多段速運転（１５段速度） 

  ～  ：多段速運転周波数１～７ 

  ～  ：多段速運転周波数８～1５ 
 

 

 

 

 

 ［設定方法］ 

１）運転停止 

運転・停止は端子台から行います。 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 

 コマンドモード選択 

0：端子台 

１：パネル（延長パネル含む） 

２：RS485 通信 

０ 

注）多段速運転と、それ以外の速度指令（アナログ信号、設定ダイヤル、通信等）を切り換える場合は、周波数設

定モード選択にて選択してください。    ⇒3.5 項 ３）または、5.4 項を参照 

 

２）多段速周波数設定 

必要な段数の速度（周波数）を設定します。 

 

［パラメータ設定］ 

１段から７段速までの設定 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

～ 多段速運転周波数 1～7 ～（Hz） 0.0 

 

８段から１５段速までの設定 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

～ 多段速運転周波数 8～15 ～（Hz） 0.0 

 

・機能 

外部からの接点信号を切り換えるだけで、最大１５段の速度を選択できます。多段速の周波数は下限周波数

から上限周波数の範囲で任意に設定できます。 
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多段速接点入力信号例：SW1（LOGIC）＝SINK 側、（シンク/ソース切換）＝：シンク設定の場合 

○：ＯＮ －：ＯＦＦ （全てＯＦＦの場合には、多段速以外の速度指令が有効になります。） 

多 段 速 度 
端子 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 １５ 

S1-CC 間 ○ － ○ － ○ － ○ － ○ － ○ － ○ － ○ 

S2-CC 間 － ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○ 

R-CC 間 － － － ○ ○ ○ ○ － － － － ○ ○ ○ ○ 

 

VI-CC 間 － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

☆端子の機能は次の通りです。 

端子Ｓ１ ‥‥‥ 入力端子機能選択 3A（Ｓ１） ＝（多段速指令 1：SS1） 

端子Ｓ２ ‥‥‥ 入力端子機能選択 4A（Ｓ２） ＝（多段速指令 2：SS２） 

端子 R   ‥‥‥ 入力端子機能選択 2A（ R ） ＝（多段速指令 3：SS３） 

アナログ/接点入力選択（VI） ＝（接点入力） 

          入力端子機能選択 5（VI） ＝（多段速指令４：SS４） 

 

☆標準出荷設定では SS3、SS４は割付けされていませんので、R と VI 端子に入力端子機能選択で SS3、SS4 を

割り付けてください VI 端子は接点入力への切換え設定も必要です。 

 

［接続図例］（シンク設定“標準出荷設定”の場合） 

 
F(正転)

CC 

VI 

S2 

R 

S1 

正転指令 

多段速指令１（SS1）

多段速指令３（SS3）

多段速指令４（SS4）

多段速指令２（SS2）

コモン 

＊１

 

 

S1 

S2 

R 

VI 

CC 

＊ １：V I 端子を接点入力端子として使用する場合（f109=2）、スライドスイッチ

SW2（RESIST）を必ず ON 側に設定してください。詳細は、2.3.2 項（B-7,1１ペ

ージ）を参照ください。 

端子VI  ‥‥‥ 
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３）他の速度指令との併用 

 

コマンドモード選択 


０：端子台 

１：パネル（延長パネル含む）、 

２：RS485 通信 

周波数設定モード選択 



０：端子台 VI

５：外部接点

  アップダ

ウン 

１：設定ダイヤル１

（中央部を押して

記憶） 

２：設定ダイヤル２

（電源オフでも記憶）

３：RS485

通信 

０：端子台 VI

５：外部接点

  アップダ

ウン 

１：設定ダイヤル１ 

（中央部を押して 

記憶） 

２：設定ダイヤル２

（電源オフでも記憶） 

３：RS485 

通信 

あり 多段速指令有効 注１） 
端子指令

有効 

設定ダイヤル 

指令有効 

通信指令 

有効 
多段速指令 

なし 
端子指令 

有効 

設定ダイヤル

指令有効 

通信指令

有効 

 
  

注１）その他の速度指令、多段速指令が同時に入力された場合には、常に多段速指令が優先されます。 

 

 

 

標準出荷設定時の 3 段速運転例を下記に示します。（～は周波数設定が必要です。） 

 

 

F-CC 間 

S1(SS1)-CC 間 

S2(SS2)-CC 間

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF







出力周波数 

[Hz] 

時間

[s]０ 

 
 

      3 段速度運転例 

 

 

 

 
 

（多段速指令は受け付けません） 


